
官民連携いとしまスタイル提案募集シート 

 

令和５年 10 月掲載 

課題名 市内商工業者における多様な人材の確保・活用について 

課等名 商工振興課 担当者名 中島 潤一 

現状 

市内には「人材確保」の課題を抱える事業者が多く、糸島市中小企業

振興基本条例及び中小企業振興基本計画においても、基本施策の一つに

「人材の確保及び育成並びに労働環境の整備」を掲げている。 

今後は、少子化に伴う生産年齢人口（15歳～64歳）の減少により、人

材の確保に関する課題はより深刻になると想定されている。 

市内中小企業者を対象に実施された実態調査（令和３年／回答363社）

および糸島しごとさがしサイトの登録企業に実施した調査（令和５年／

回答35社）の人材確保に関する課題への質問では、いずれも「人材を募

集しても集まらない」といった回答が最も多い結果となった。 

また、市内事業者の中で従業者数が５人以下の事業所は全体の 

65.8％、20 人以下の事業所までを含めると91.5％で、県では５人以下が 

61.5％、20 人以下が 89.8％となり、糸島市は零細企業（小規模事業者）

の割合が高い。 

零細企業は、専門部署（営業・経理・総務等）の設置ができず、経営

者が１人で何役も担うようなケースが多い。その場合、多忙により経営

判断が遅れ、企業が成長のチャンスを逃していることがある。 

解決したい 

具体的な課題 

人材不足により、市内企業の事業活動に影響が生じている。必要な人

材の「確保や活用」を促進することで、事業の「継続と発展」を支援す

る必要がある。 

課題解決の 

方向性の 

イメージ 

【課題解決の方向性】 

本題を解決に導く方向性は、「①人材を確保し、事業運営を継続させる

こと」と「②人材を活用し、事業を発展させる事」の２つを柱とする。 

 

①人材を確保し、事業運営を継続させる 

・多様な働き方に対応できる「短時間軽作業＝単純労働（スポットワー

カー）」に着目。事業者とワーカーを上手く繋ぎ、事業者の人手不足を

解消したい。 

【民間に期待する役割】 

・事業者の「仕事の切り出し」を支援し、スポットワーカーが応募しや



すい「求人の出し方」などを支援 

・ワーカーに対する周知と掘り起こし 

・マッチングを円滑に行えるようなプラットフォームの構築または既存

プラットフォームの効果的な活用策 

・商工業者だけでなく、その他の業種にも広く展開できる人材確保案、

連携案の提示 

【市が協力できる事項】 

・広報紙やホームページ、SNSなどによる周知 

・商工会等との連携協力 

・上記役割の伴走支援 

 

②人材を活用し、事業を発展させる 

【課題解決の方向性】 

・市内事業者の経営基盤強化につながる「課題」の抽出と、解決できる

専門的知識を有する「副業人材」を活用した、新たな支援策の創出と

定着 

【民間に期待する役割】 

・副業人材の効果的なマッチング 

・事業者に対して効果的な周知 

・副業人材採用後の課題課解決に向けた伴走支援 

・効果検証をおこない、高い効果が得られれば、他事業者へ成功事例と

して幅広く周知し、「副業人材の活用」という文化を市内で醸成する。 

【市が協力できる事項】 

・広報紙やホームページ、SNSなどによる周知 

・商工会等との連携協力 

・上記役割の伴走支援 

備考 

課題解決の方法を２つの柱に固定しましたが、提案は①②どちらかで

も、両方でも問題ありません。行政だけでは実現不可能な、画期的かつ

魅力的なアイディアおよび連携策を期待します。 

 

【課題に関するお問い合わせ方法】 

提案期限の１週間前までに以下の項目を記載し、メールにてお問い合わせください。 

メールで回答し、ホームページでも公開いたします。 

■問い合わせ先 

糸島市企画秘書課行政改革推進係 

電 話：092-332-2061 



メール：kikakuhisho@city.itoshima.lg.jp 

※受信確認のため、メール後に電話でご一報ください。 

■記載項目 

①課題名 

②団体名、担当者名 

③連絡、回答先（電話番号、メールアドレス） 

④質問内容 


